
新たな視点から医療提供体制を構築

これまで…急性期病院に注目が集中

・既存の急性期のコロナ診療体制維持

・感染の恐れのない患者さんのスムーズな転院
例）回復期リハ病院、老健施設

・自宅療養者に対する見守り体制強化
：重症化予防のための検査、治療、急変時の対応
（検査…インターフェロンλ3 治療薬…イベルメクチン？）

＜今後＞
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地域の皆でコロナを診ていく体制
◎2025年に向け構築中の
地域医療構想・地域包括ケアシステムをコロナ診療へ活用。

在宅医療

老人保健施設

かかりつけ医

急性期・回復期・
慢性期病院

在宅医療

地域での密な連携
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積極的検査の展開に対するフォロー

新型コロナウイルス蔓延防止策

東京都・日本財団の協力により、
高齢者施設職員に対する無料PCR検査が実施される。

東京都医師会では、

検体採取及び陽性者のフォローに協力します。
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